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２０２１年度 保育目標   

『たいせつにしよう～ひと・もの・こと』 

  

 ９ 月 の 目 標     

『からだをいっぱい動かそう』 
           

 今月のことば  

残暑が厳しい日々にも、朝夕の空を見てみると、雲の形、日の出、夕刻の薄暮れに、季

節は徐々に変化しているんだなぁ…と感じます。 

本来なら、明るいニュースや、子育ての事、子ども達の成長の話などを沢山したい、聞

きたい、伝えたい、と思っていますが。 

新型コロナウイルス感染症の拡大が止まりません。京都の一日の陽性者が 600人台にな

るなんて…誰が予想できたでしょうか？ 

昨年、初めてこのウイルスに向き合った時は、まさか一年経っても同じ？いやそれ以上

に感染が爆発しているとは…ほとんどの人、国、社会は思ってもいなかったと。 

私達の時代には戦争はないもの、と考えていましたがある意味 ≪新型の戦争≫ なん

だな、と。特定の地域ではなく世界中を巻き込んで、2年近くも終わりが見えない戦いを

しているのだと…。 

様々な情報がある中での、答えは見つけにくく確かなことが少ない中で、数字、科学的

なデーターは事実だけを伝えるものです。デルタ株の感染力は、年齢に関係なく子どもで

も感染するという事実を、私達は直視しなくてはならないと思います。 

現実、京都市内の保育園の休園が続いています。 

京都市や、国からの通達を保護者の皆様に配付していますが、毎回、何度も 

≪お知らせ≫  ≪お願い≫ を貰ったとしても、「あー又か…」「たいして変わらない

やん」「毎回、同じやし」と思ってしまいませんか？皆様はどうでしょうか？ 

国の緊急事態宣言も同じく慣れてきてしまい「えーっ、また～」と思う事が多いですね。 

しかし、現実は京都市でも、自宅療養という人が増え続けています。もし、家族が、身

近な人が、感染しているのに病院もホテルへも入れない…保健所は電話をし続けても繋が

らない…タイミング？が合わない限り繋がらない…保健所も感染者の数が多すぎて対応

がなかなか出来ない…検査結果が出るまでにかなりの日数がかかる…それまではどれだ

け不安であっても結果を待つしかない…陽性になったとしても保健所は毎日健康観察や

確認の電話はあるのか……一人暮らしなら、体調が急変したら誰が、いつ、どう連絡をす

るのか…心配が募りますね。 

≪自分の身は自分で守りましょう≫と、気持ちが更に重くなるメッセジーも 

発せられています。 

学校も始まり、これから増々子ども達の感染が増えていく可能性もあります。 

今迄は、親からの子どもへの家庭内感染が主でしたが、今後は、子どもから保護者への

家庭内感染が広がる可能性が高くなっています。高齢者、基礎疾患などのある免疫力が低

下している人に感染をすると、その人が重症化する可能性があります。 

一人でも、重症者や自宅療養の人が減りますように… 

私達にできることは？ 

・感染を拡げない為の行動を心がけたいですね。 

・自分の為、みんなの為にね。 

・誰かを思う時、私も誰かに思われていますね。 

 

緊急事態宣言が発出されている 9月 12日（日）までは、 

仕事以外の場合や、ご家庭で家庭保育ができる方（産休・育休・求職中・他）は出来る

限り家庭保育のご協力をして下さい。 

今、それぞれが出来る立場で、出来ることをしましょう。 

園では残暑も厳しく、室内ではエアコン・扇風機も使用していますが、窓や扉は感染

予防の為、一部開けています。特にこの度のデルタ株は換気が重要と聞いています。 

 

子ども達の育ち、保育・教育を受ける権利、発達の保障等々様々な事が頭の中を巡り

ます。が、ここはもう一度「慣れずに」 「原点に戻り」 「基本を大切に」しながら、

日々進めていきたいですのでご協力をお願いします。 

 

 昨年から続くこの状況に、改めて子ども達の生活や遊び、成長を考えます。 

 学びの大切さ、助け合う事の背中を見せる大人の役割、どんな状況でも乗り越えていく

知恵と行動力、大丈夫と信じる心、笑う事の効果。そして、人間にはやはり文化、芸術が

大切だと感じます。心の潤い、精神の充実、豊かな感性…人間の持っている、人間が人間

たる重要な要素です。それらは赤ちゃんの時から感じ、始まっています。保育園の中には

沢山の文化、芸術があります。心の中を映し出す造形活動や、心も体も動かされる絵本と

の出会い、美しく心地よい音や歌声、保育室の中にも園庭にもある小さな生き物との生活。 

今年も子ども達の手作りのウチワや、和紙で色とりどりに染めた提灯、のれん、敷物等々

が、夏の終わりを告げてくれています。毎年の夏のお楽しみ ≪納涼会≫ は持つことが

出来ませんが、目で見て、愛でて、感じて、今年の思い出を増やして下さい。 

子ども達のように感性を磨いて、想像力を豊にして ≪今年の夏≫ をより良いものと 

する私達大人でありたいと思います。 



 

 お知らせ   

今年度はこのような形で保護者の皆様と共に 

子どもたちの成長を喜び合いたいと予定しています。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

   

全ての行事において感染状況によって変更する場合があります。 

  

出来る限り土曜の家庭保育のご協力をお願いします。 

 

         詳細は改めて後日お知らせします。 

 
☆ 幼児親子遠足については、3 クラス合同の遠足は中止とします。 

 

◎ 幼児 3クラス（にじ・ほし・そら）クラスの保育室の改修工事が〇月○日（○）から 

始まる予定です。 

・本園建物の構造上、２階が児童館（別法人）、３階以上は UR 住宅です。（全て耐震基

準は満たしています） 

・保育室内の壁や柱等は取り除くことは出来ません。また、園庭に保育室としての仮園

舎を設置することは、地盤や地下にある配管等の関係で非常に難しい状況です。 

・工事期間は、約 3か月半です。 

・一部屋ずつの改修となります。 

・改修中は、安全第一を心がけて進めます。 

・保護者の送迎、子ども達の生活動線なども変わります。 

・詳細は、後日おしらせします。 

以上のことをご理解いただきますようお願いします。 

改修中は幼児の保育室に子どもの人数が多いときもありますが保育内容、保育環境を

更に工夫しながら子ども達と毎日を過ごしていきます。重ねてご理解ご協力をよろしく

お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の MFT 

『おうち時間に始めました♪』 

こどものえほん 

「14 ひきのおつきみ」 

いわむら かずお 

西京極保育園保護者の皆様へ 

情報保護の観点から、行事内容や詳細はホームページにはあげていません。 

プリントでお渡ししています「園だより」を必ずお読みください。 


